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▲成法寺観音堂

▲妙金の巡礼札

サ 

永
正
九
天
壬
申　

八
月
廿
二
日

キ
リ
ー
ク 

熊
野
卅
三
所
巡
礼

サ
ク 

奥
州
会
津
長
沼
郷
伊
北
住
人
妙
金

　

こ
の
巡
礼
納
札
は
、
会
津
長
沼
郷
伊

北
の
住
人
妙
金
が
熊
野
三
十
三
所
の
巡

礼
を
は
た
し
、永
正
九
年
（
一
五
一
二
年
）

八
月
二
十
二
日
の
日
付
を
も
っ
て
板
札

に
銘
文
を
記
し
て
観
音
堂
に
納
め
た
も

の
で
す
。
梵
字
の
キ
リ
ー
ク
は
阿
弥
陀

如
来
、
サ
は
観
世
音
菩
薩
、
サ
ク
は
勢

至
菩
薩
で
、
阿
弥
陀
三
尊
を
あ
ら
わ
し

て
い
ま
す
。
熊
野
は
紀
州
（
和
歌
山
県
）

の
熊
野
、
三
十
三
所
は
西
国
三
十
三
所

で
し
ょ
う
。
西
国
札
所
の
第
一
番
が
熊

野
三
山
（
熊
野
本
宮
大
社
・
熊
野
速
玉

大
社
（
新
宮
）・
熊
野
那
智
大
社
）
の
一

つ
那
智
の
青
岩
渡
寺
で
、
熊
野
参
詣
を

し
た
あ
と
西
国
三
十
三
所
巡
礼
へ
入
っ

て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
長
沼
郷

は
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
る
史
料
等
に

は
記
さ
れ
て
い
な
い
郷
名
で
す
。
な
ぜ

伊
北
郷
と
し
な
か
っ
た
の
か
、
こ
れ
は

今
後
の
研
究
課
題
で
す
。
な
お
、
巡
礼

者
の
妙
金
に
つ
い
て
は
伊
北
郷
の
ど
の

村
に
住
ん
で
い
た
ど
の
よ
う
な
人
物
か

わ
か
ら
な
い
の
で
す
が
、『
新
編
会
津
風

土
記
』
の
会
津
郡
和
泉
田
組
下
山
村
の

観
音
寺
の
宝
物
に
「
正
観
音
木
像
一
軀
、

座
像
長
九
寸
余
、
奥
州
伊
保
郷
下
山
村

願
主
常
金
・
妙
巡 

永
正
十
一
年
甲
戌

以
下
ノ
文
字
分
明
ナ
ラ
ス
ト
書
付
ア
リ
」

の
記
述
が
あ
り
ま
す
。
妙
金
は
願
主
の

ひ
と
り
妙
巡
と
何
か
関
係
が
あ
り
そ
う

で
す
。
下
山
村
（
旧
南
郷
村
）
は
梁
取

村
の
東
隣
の
村
で
中
世
の
伊
北
郷
に
含

ま
れ
ま
す
。
永
正
十
一
年
は
一
五
一
四

年
、
伊
保
郷
は
伊
北
郷
の
こ
と
で
す
。

　

熊
野
信
仰

　

浄
土
教
の
普
及
に
つ
れ
て
紀
伊
の
熊

野
が
阿
弥
陀
浄
土
に
擬
せ
ら
れ
た
た
め
、

平
安
時
代
後
期
以
後
、
熊
野
三
山
へ
の

同
時
代
史
料
が
語
る
只
見
の
歴
史
②

　
　

成
法
寺
観
音
堂
で
発
見
さ
れ
た
巡
礼
納
札

　
　
　
　
　

―
伊
北
住
人
妙
金
の
巡
礼
―

▲観音寺（南会津町下山）の正観音坐像

参
詣
が
盛
ん
に
な
り
ま
し
た
。
鎌
倉
時

代
以
後
は
皇
族
・
貴
族
の
ほ
か
に
、
武

士
や
庶
民
の
間
に
も
広
ま
っ
て
い
き
ま

す
。
沿
道
に
約
九
〇
の
若
王
子
（
三
山

の
分
社
）
が
祀
ら
れ
、
こ
れ
を
拝
み
つ

つ
進
む
な
ら
わ
し
で
し
た
。
先
達
の
引

率
に
よ
り
伊
南
郷
の
河
原
田
氏
、
南
之

山
の
長
沼
氏
一
族
な
ど
も
熊
野
に
参
詣

し
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
史
料

が
あ
り
ま
す
。
先
達
と
は
熊
野
に
案
内

す
る
人
で
、
引
率
す
る
参
詣
者
を
檀
那

と
称
し
ま
し
た
。

　

三
十
三
観
音
信
仰
と
巡
礼

　

観
音
信
仰
は
観
音
菩
薩
を
崇
拝
す
る

も
の
で
す
。
す
べ
て
の
人
々
を
救
済
し
、

こ
の
世
に
お
い
て
利
益
を
得
る
こ
と
が

で
き
る
と
い
う
現
世
利
益
の
仏
と
し
て

信
仰
さ
れ
、
各
地
に
観
音
信
仰
の
拠
点

と
な
る
霊
場
が
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
観

音
菩
薩
は
三
十
三
の
姿
に
変
わ
る
と
い

う
こ
と
か
ら
、
や
が
て
三
十
三
か
所
の

観
音
霊
場
を
巡
る
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る

三
十
三
所
巡
礼
が
成
立
し
て
い
き
ま
し

た
。
霊
場
を
巡
る
人
々
は
巡
礼
と
呼
ば

れ
ま
し
た
。
三
十
三
観
音
へ
の
巡
礼
は
、

先
ず
畿
内
地
方
を
中
心
に
は
じ
ま
り
（
西

国
三
十
三
観
音
）、
次
い
で
関
東
（
坂
東

三
十
三
観
音
）
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
会

津
で
も
っ
と
も
早
い
西
国
三
十
三
観
音

巡
礼
は
、
明
応
五
年
（
一
四
九
六
年
）

三
月
に
柳
津
（
柳
津
町
）
の
一
王
坊
が

三
年
を
か
け
て
成
し
と
げ
て
い
ま
す
。

妙
金
は
ど
の
よ
う
な
願
い
を
も
っ
て
巡

礼
に
行
っ
た
の
か
興
味
深
い
で
す
。

　

妙
金
の
巡
礼
納
札

　

昭
和
四
十
年
か
ら
四
十
一
年
に
か
け

て
行
わ
れ
た
成
法
寺
観
音
堂
の
解
体
修

理
の
折
、
一
枚
の
巡
礼
納
札
が
堂
内
の

長
押
上
の
板
壁
に
竹
釘
で
打
ち
付
け
ら

れ
た
状
態
で
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
し
か

し
、
修
理
報
告
書
に
記
載
さ
れ
た
後
、

そ
の
所
在
が
不
明
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
が
平
成
二
十
七
年
七
月
二
十
二
日
、

只
見
町
教
育
委
員
会
に
よ
る
神
社
仏
閣

悉
皆
調
査 

で
成
法
寺
本
堂
の
部
屋
の
押

し
入
れ
の
中
か
ら
再
発
見
さ
れ
た
の
で

す
。
巡
礼
納
札
は
山
形
を
し
た
五
角
形

で
、
縦
一
九
・
一
㎝
、
横
八
・
一
㎝
、
厚

さ
〇
・
八
五
㎝
、
材
質
は
杉
で
す
。
梵
字

と
銘
文
は
次
の
と
お
り
で
す
。


